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平成平成2222年年55月月2828日日
関西電力株式会社関西電力株式会社

中央環境審議会 中長期ロードマップ小委員会資料

関西電力の低炭素社会に向けた取組み関西電力の低炭素社会に向けた取組み

およびおよび

中長期ロードマップへの意見中長期ロードマップへの意見
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関西電力の概要関西電力の概要

販売電力量 1,459億kWh
内訳 492億kWh（電灯）

966億kWh（電力）

契約口数 1,340万口

内訳 1,227万口（電灯）

113万口（電力）

送電線（亘長） 12,826 km
配電線（亘長） 135,574 km

水力発電所 １４８ヶ所

火力発電所 １２ヶ所

原子力発電所 ３ヶ所

合計 １６３ヶ所
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※他社受電分を含む（融通・揚水用電力量は含まない）。

■発電電力量構成
（2008年度）

■供給エリアと主要設備

写真 関西電力本店ビル

「地球温暖化防止活動環境大臣賞」受賞

（2005年11月）

１%
新エネなど

非化石比率非化石比率

５１％５１％

■販売電力量等

（2009年3月31日現在）
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電源別発電電力量の推移電源別発電電力量の推移
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電源別発電電力量の推移
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お客さまへ快適なエネルギー供給サービスを提供するために、安定供給確保（お客さまへ快適なエネルギー供給サービスを提供するために、安定供給確保（Energy SecurityEnergy Security）、）、
環境保全（環境保全（EnvironmentEnvironment）、経済性（）、経済性（EconomyEconomy）の３つの「Ｅ」の同時達成するための電源のベスト）の３つの「Ｅ」の同時達成するための電源のベスト

ミックスを中長期な視点から追及してきた。ミックスを中長期な視点から追及してきた。
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1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

関西電力のＣＯ関西電力のＣＯ２２排出原単位の推移排出原単位の推移

CO2排出原単位
（kgCO2/kWh）

4261

1206

CO2排出量（億トン）

販売電力量（億kWh）

0.353
（目標）

2008-12平均 0.282程度
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1459

0.355

0.299

約800万トン
オフセット

4360

排出原単位目標（排出原単位目標（20082008～～20122012年の年の55年間平均で年間平均で0.282kgCO0.282kgCO22/kWh/kWh程度）の達成に向け取組む。程度）の達成に向け取組む。

中長期的に、さらなる低減に向けた取組みを進める。中長期的に、さらなる低減に向けた取組みを進める。

京都議定書
第1約束期間

さらなる低減さらなる低減
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低炭素社会の実現に向けた当社の考え方低炭素社会の実現に向けた当社の考え方

排出原単位の低い電気を供給し、需要サイドの効率改善とともに低炭素エネルギーへの排出原単位の低い電気を供給し、需要サイドの効率改善とともに低炭素エネルギーへの

シフトを推進することで、低炭素社会の構築に貢献する。シフトを推進することで、低炭素社会の構築に貢献する。

CO2＝
販売電力量

（kWh） 販売電力量（kWh）

使用燃料（MJ）

使用燃料（MJ）

排出量（kgCO2) オフセット

（京メカなど）
× × －

送配電ロスの
低減

原子力
利用率向上

再生可能

エネルギー導入

発電所の

高効率運用

負荷率の向上

コスト効果的な
オフセット

原単位の改善

国内で排出されるCO2 電気 他エネルギー等

省エネルギー支援

低炭素エネルギー
へのシフト

電気の低炭素化

さらなる取組み

＋

＋

経済成長や快適な暮らしと両立する経済成長や快適な暮らしと両立する

低炭素社会の実現低炭素社会の実現

持続可能な低炭素社会への現実的な解決策

高効率機器の導入

低炭素エネルギーの
採用

供給サイド需要サイド




